中原 を 平定した の だから、 奈良朝 以前の、 つまり 現存 

の 国史の 書かれた 以前に 於て その ミヤ コを つくった の 

は ヒダの タクミで あつたの は 当然です し、 また、 彼ら 

が 大和 飛鳥へ 進出 以前の 首府と していた ヒダの 古 京に 

も ヒダの タクミの 手になる 宮殿 も 仏寺 も (すでに 仏寺 

もあった 害です) したがって 日本 最古の 仏像 もあった 

に 相違ない のです。 

ヒダの 王様が 大和へ 進出す る 前に 大和 飛鳥に 居た 王 

ものの ベ 

様 は 物 部 氏でした ろう。 これ は 四国の 方から 進出して 

きた もので、 追われて 後 は、 また 四国の 方と、 伊豆 や 

東国へ と 逃げた。 そして 彼ら を 追っ払った ヒダ 朝廷の 



庶流が 嫡流 をヒダ まで 追い 落して 亡す と、 物 部 一族 を 

なだめす かして 味方に つけ 同族の 一派、 功臣と いうよ 

うな 国史 上の 形 をつ くって やった。 結局、 ヒダ だけが 

その後の かなりの 期間 大和 朝廷に 敵意 を 示し、 朝廷 を 

手 こずら せ もし、 その 憎悪 も かりたてた ようです。 そ 

の 秘密 は 記紀の 記述から タン ティ 作業に よって 見破る 

, J とがで きます。 以上 は 文 春本 誌 九月 号の 新 日本 地図 

にや や 具体的に タン ティの 結果 を 書いて おき ましたが、 

いずれ 本格的な タン ティ 録、 物的証拠の ヌ キサシ なら 

ぬ 数々 を ハツ キリと 取り そろえて、 偽装の カラク リの 

下に 隠れて いる 真相 を 論証して、 お 目に かける つもり 



です。 しかし、 それまでに は 相当の 時間が かかる と 思 

レます 

天武 天皇 も持統 天皇 もヒダ 王朝 出身の 皇統に 相違な 

いのです が、 嫡流 を 亡して、 故郷の ヒダを 敵に した か 

ら、 しばらくの 期間 は ヒダの タクミた ち を 召し だして 

ミヤ コづ くりの 手伝い を やらせる のに 差支えが あった 

ように 思われます。 いろいろと 手 をつ くして ヒダの 土 

民の ゴ キゲ ンを とりむすんで、 奈良京 の 終り) J ろに は 

どうやら ヒダ にも 国司 を 置いて 税を とる こと もで きる 

ようにな つ た。 

平安京 をつ くる 時には ヒダ からと る税は ヒダの タク 



これによ つて 考える と、 ヒダ 王朝の 王様の 系統と、 

タクミの 系統 は 人種が 違う ようです。 ヒダ 王朝 系統 は 

楽浪 文化 を 朝鮮へ 残した 人々 の 系統で、 蒙古 系の ボへ 

ミ ヤン。 常に 高原に 居 を 構え、 馬に よって 北 アルプス 

を 尾根 伝いに 走ったり、 乗 鞍と 穂 高の 間の ァヮ峠 や 乗 

鞍と 御岳の 間の 野 麦 峠 を 風の ように 走って いた。 その 

首長 は 白馬に 乗って おり、 それが 今 も 皇室に 先例 をの 

こして いるよう だ。 したがって、 彼ら は 現今 その 古墳 

から 発見され る 如くに 相当 高度の 文化 を 持って いたが、 

居住の 点で は 岩窟 を 利用したり、 移動 的 テント 式 住居 

を K 用したり して、 建築 文化 だけが 他に 相 する ほど 



発達して いなかった ようです。 また この 一族 は 山中に 

塩 を 探して いる。 海から 塩 をと る こと を 知らなかった 

ようです。 

彼らに 木造 建築 法 を 教えた の は、 彼らと は 別 系統の 

人々 で、 折よ く ヒダの 先住民の 中に 木造 建築 文化 を も 

つ タクミ 一 族が 居 合せた のか、 彼らが それ を 支那、 朝 

鮮 から 連れてき て 一し よに 土着した のか、 それ は ハツ 

キリ しないが、 人種の 系統 は 別であった ろうと 思われ 

ま ^9 

ヒダの タクミの 顔と は、 どんな 顔な のだろう。 一 見 

して 容貌 も 言葉 も 他国と ちがう からい くら 偽っても 分 



る、 という。 それ は 千 百年 ほど 前の 官符の 言葉です が、 

今でも そんな 特別な 顔が あるで しょうか。 ヒダ人 は 朝 

敵と なって、 追われて 地方へ 分散した 者が 多い し、 他 

国から ヒダへ はいって 土着した 者 も 多く、 千 百年の 時 

間のう ちに は 諸種の 自然な 平均 作用が あって、 ヒダの 

顔と いう 特別な ものが もう なくなつ ている かも 知れな 

ヽ o 

レ 

しかし、 私 は 戦争 中、 東京の 碁会所で、 ヒダ 出身の 

小 笠 原と いう ォジィ サンと 知り合った。 その 顔 は 各々 

の 目の 上ゃコ メカ ミの下 や、 目の 下 や 口の 横 や 下な ど 

にコブ のよう な 肉の もり 上りが くッ ついていて、 七ッ 



ダ 自身の 第一 の 神社 は 水 無 神社です が、 これ はどう や 

ら 白鳥に な つ て 飛び去 つ て y J の 世から 身体 を 失 つた 人、 

実際 は ヒダへ 追い つめられて 負けて 死んで その 首をミ 

ヤコへ 持ち去られて しまった 人、 その ヒダ 王朝の 嫡流 

みなし みなし 

の 最後の 人を祀 つた ものら しく、 水 無 神社 は 身 無 神社 

の 意で あろうと 私 は 解して おります。 

ヒダ 王朝の 嫡流 を 亡して 庶流が と つ て 変る 時代の 国 

史は、 その 偽装が 幾重に も 幾重に もと 張りめ ぐらされ 

てお つて、 恐らく 嫡流 そのものの 本体 をい くつに も 解 

体して、 その ーッに 自分の やった 悪役 を 押しつけたり 

している ように 思われる のです が、 たとえば 悪役の 蘇 



庶流の 女帝 を 軍師と する 一 派に よって 亡ぼされた。 I 

I この 推測 は、 嫡流 方の 造った 寺の 本た る上宫 聖徳 法 

あきらか 

王 帝 説の 記事と 違って います。 この 本に は 明 に 蘇 我 

入 鹿の 名が でて 山 代 王 を 殺し、 彼 は 天皇に なって いま 

す。 この 本 は 一 部に 於て 記紀の 史実 を 否定す る 材料 を 

提出して いるので すが、 しかも 反対の 事実と して 蘇 我 

入 鹿 天皇の 実在 を 示して いる。 しからば 蘇 我 氏の 存在 

は 架空で はなく 実在が 明白で はない か。 だが、 どうで 

しょうか。 

私 はこの 本 も そっくり 史実で はない と 思って います。 

この 本の 作者 か、 もしくは 註釈者 (平安 末期の 相慶子 



ではなくて、 この 本の 書かれた 直後の 註釈者) は、 本 

当の 史実 も 知っていました。 しかし、 この 本 は 時流に 

即して、 現 天皇家の 定めた 国史た る 記紀の 記述に した 

がい、 それに 合せて 法隆 寺の 縁起 や 聖徳 太子 及び その 

一 族の カン タンな 歴史 を 書き残しました。 そして 現 支 

配 者の 国史 をく つがえ して 書く 自由 は 許されな いので、 

その 偽装の 国史に 即す 限りに 於て 記紀の 誤り を 正して 

おいた。 

ところが、 作者よりも 註釈者の 方が もッと 大胆で、 

(実は 同一人物 かも 知れません。 かりに 註釈者 を 設定 

したの かも 知れない) たとえば、 法隆寺 蔵す ると ころ 



の 繡帳縫 著 亀 背 上の 文字 を録 したの ちに、 その 文字の 

作者 は更々 実情 を 知らざる ものである、 と 意味 深 重な 

註釈 をつ けて いるので す。 そして、 聖徳 太子の 死んだ 

の は、 その 皇妃の 死んだ 二月 二十 一日の 翌日で ある。 

それ は 金堂の 釈迦 像の 光背の 文字が 示して いる 通りで 

ある。 ところが 亀 背 上の 文字 は 皇妃の 死んだ 日の 翌日、 

推 古 三十 一 年 二月 一 一十 二日に 聖徳 太子が 死んだ と 書い 

ている。 (この 太子の 歿年は 書紀も 古事記 も 同じです) 

ところが 註釈者の 曰く、 釈迦 像の 光背の 文 は 皇妃の 

死の 翌日に 太子が 死んだ と 書いて はいるが、 皇妃の 死 

の 翌日と ある だけで、 決して 同じ年の 翌日と は 書いて 



らは まだ 直接の 解答 を ひきだす ことができません。 

欽明 天皇の 時代に 仏教が 渡来した。 この 欽明 天皇 及 

びそれ 以後 五代に わたる ヒダ 王家の 嫡流 は 皇居 を 大和 

に 定めつつ もヒダ にも (今の ミノ か) 居城 か 行宮が あ つ 

た。 飛鳥 寺と いうの は 大和の 飛鳥ではなくて 今の ミノ 

の 武儀郡 あたりに あつたん ではない かね。 聖徳 太子の 

七大 寺のう ち 定額 寺 (葛 城 氏に 与えた) というの は、 

ミノ か 伊那であろう。 物 部 守 屋が像 をす てた という ナ 

ニヮの 堀江 は ミノの 武儀 郡と 稲葉 郡の あたり、 入海が 

力 ガミガ 原まで きていた 頃の その 海ち か い 堀江だろう 

と 思う 次第が ある。 今 は そこに 南 波と いう 地名が ある 



る。 バ クゼ ン とそう い う ， J とが 考えられる ので ある。 

しかし、 そういう こと は 過去に 於て 公然と 言いうる 

ことではなかった から、 何 寺 や 何 堂に 古代の 何が ある 

という 確かな こと は 文献 的に は 知り 得ない。 過去に 庶 

流の 朝廷 を 認めずに 闘争 的だった ヒダ人 も、 千年の 時 

の 流れに 祖先の 歴史 を 忘れき つ てし まつ て もい る。 

—— せめて ヒダ 人の 顔が いくらか でも 残って おれば、 

それだけ でも ホ リダ シ モノ だな …… 

私 は ヒダの 旅に でる とき バ クゼ ン とそう 考えて、 そ 

こに だけ 多少の 期待 を もっていた のであった。 



のみならず、 それらの 名作 は 彼 以外の 案内 人、 たとえ 

ば 郷土史に 通じてい る 文化人に 案内 をた のんでも、 そ 

こへ 案内して くれた かどう か 疑わしい。 なぜなら、 後 

日 山中へ わけ こんで ロッククライミングの 難路 を あえ 

いでいる とき、 それまで メモ をつ けて おいた 大事の 手 

帳 を 失って しまった。 そこで 失われた メモ を 復活せ し 

める ために 土地の 然るべき 文化人に 私の 忘れた 寺の 名、 

タクミの 名作の 所在の 大雄寺 (ダイ ォ— ジ とよむ) の 

仁王と いうの を 訊いても、 なかなか 分らない。 それ は 

彼らが 物 を 知らないの ではなく、 つまり 土地の人々 は 

歴史的に ヒダの タクミの 作品に 無関心な ので ある。 彼 



「美しい なァ」 

私 は 思わず 叫び声 を あげて 見 とれた。 まったく、 叫 

んで、 見 とれる だけの 仏像で ある。 ほかに 何もない。 

この 仏像 は 何も 語らない し、 一 言 も 作品 以外の 言葉で 

補足しょう とする ような ナ マな ク モリがない ので ある- 

こ の タクミの 名人の 澄みき つ た 心境 はた だ 仏像 を つ 

く つ て 自ら 満足 すれば 足りる だけの ことで あ つたし、 

その 技術 もまた 心境と 同じように ク モリ もな く 完成 さ 

れ ている。 そして 出来 上った のが 一 ッのク モリな く 一 

ッの チリ もとめて いない、 ただ その美し さに 見 とれる 

以外に 法の ない この 仏像であった のだろう。 



そう 云えば、 観音の 顔 は ヒダの 女に も、 水明 館の 女 

中の ように 男 同様 コブコ ブの顔 も ある。 しかし、 女の 

脂肪に よ つ て あの コブ コブの 間にある 谷が 埋ま つ て 平 

になった 場合に は、 それ はまる い ツル ツルした 仏像の 

顔になる ので ある。 

高山の 長 瀬 旅館 の 女中に ヒダの 河 合 村の 生れの 娘が 

いた。 この 村の 字月ケ 瀬と いうと ころで 仏師 止 利が 生 

れ たという 伝説が ある。 彼女 は その 隣り 字の 明ケ 瀬で 

生れた ので ある。 彼女の 顔 は 国分寺の 薬師 サマ のよう 

に マン マルで ポ チヤ/ \ した 顔であった。 

「至る ところに 仏像が いら ァ」 



この ポチ ャ/^ した 顔 は ヒダの 顔と いうよりも、 雪 

深い 北国の 農村の 代表的な 顔の よう だ。 もとは ヒダで 

あつたか も 知れない。 今では 日本的な 顔の 一 ッ、 特に 

農村の 娘の 典型的な 顔の 一 ッ であろう。 

ヒダの 郷土史 料の ことで いろいろ 手数 を わずらわし 

た 田 近 書店と いう 古本屋の 主人が、 現在の ヒダの タク 

ミに会 つて は、 と タクミ 某に 会う こと をす すめて くれ 

た。 私 も はからざる タクミの 名作に 接して、 甚 しく 驚 

嘆した ことで あるから、 大いに 会って みたく もあった 

が、 田近屋 自身が 現在 は タクミの 技術が 劣え ている 時 

だと 云う 通り、 タクミの 技術に は 時代に よって 上下が 



ぁリ、 いつも 名人が いると いう ヮケ ではない し、 名人 

がそう ザラ にいる と は 考えられないの である。 

要するに、 いつの 時代の タクミに も 名がなかった よ 

うに、 ナマ 身の タクミに 会う こと なぞ は 考えずに、 そ 

の 名作の み を 味う のが ヒダの タクミの 本質に そうこと 

であろう。 私 はこう 考えて、 タクミに 会う 考え はやめ 

にした。 ただ、 タクミの 技術の ことで はなしに、 ヒダ 

の 顔と いう ことで、 そういう 顔の 存在 を 今 も 知ってい 

るか、 残って いるか、 どこに あるか、 そんな 心 当り を 

きいて みたい と 思った。 一位 彫り (ヒダ の 彫り物 細工) 

の ダル マの 顔まで、 いわゆる ダル マの 顔ではなくて、 



梅 村 事件に 至る まで、 何 かにつ けて 妙に ガン コな 抗争 

運動 を シバ シバ 起し ている ので ある。 そ の 気風 はや や 

異常で あるし 独特で も あり、 それ も 一 途な タクミの 気 

質で も あるら しく も あるし、 あの ヒダの 顔に 結びつく 

ものである かも 知れない。 それ はヒダ 王朝の 系統と 別 

な、 南方 的な ガン コな鼻 ッ柱を 感じさせる。 そう 感じ 

るの は 私の 思いすごしであろう か。 

とにかく、 ここ は 奇妙な 土地です よ。 今でも あの 小 

さな ヒダの 国 (ミノ も 加えて) の 山中の 町 や 村々 をテ 

イネ ィに 見て 歩けば、 中央の 美術愛好家 や 歴史家に 全 

然 知られて いない タクミの 名作 や、 大和の 飛鳥 や 藤 原 
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